
訂正箇所 誤 正 掲載

7頁・図1-4 オキサゾリリジノン オキサゾリジノン 2023/11/15

11頁・図1-6 Enterobacteriales Enterobacterales 2023/11/15

19頁・図1-9 a, b A, B 2023/11/15

21頁・4行目 溶血 溶菌 2023/11/15

28頁・図1-15 トランスポtゾン トランスポゾン 2023/11/15

44頁・図2-7 k m K m 2023/11/15

50頁・下から4行目 実施するべきは腸内細菌目細菌であると絞り込めます。 実施するべき対象を腸内細菌目細菌に絞り込みます。 2023/11/15

53頁・8行目 形成と脱落と 形成と脱落とを 2023/11/15

54頁・4行目 ampR AmpD 2023/11/15

58頁・下から10行目 Enterobacteriale Enterobacterales 2023/11/15

58頁・下から8行目 enterobacteriale enterobacterales 2023/11/15

60頁・下から3行目 有していなければその 有していればその 2023/11/15

68頁・下から7行目 使用される単位であり. 使用される単位であり, 2023/11/15

68頁・下から4行目 55S rRNA 5S rRNA 2023/11/15

68頁・図2-23 55S rRNA 5S rRNA 2023/11/15

77頁・図2-31 GryA, GryB GyrA, GyrB 2023/11/15

77頁・本文下から3行目 クラビット以降も クラビット以降の 2023/11/15

87頁・２行目 lump-peritoneal Lumbo-peritoneal 2023/11/15

97頁・11行目 S. agalactiae が産出する細胞外タンパク S. agalactiae は細胞外タンパク 2023/11/15

98頁・下から8行目 本症例も 本症例は 2023/11/15

99頁・Keynote GAS GBS 2023/11/15

106頁・表3-4 viridans viridans 2023/11/15

117頁・4行目 Enterobacter  faecium Enterococcus  faecium 2023/11/15

122頁・下から4行目 Streptoccosus  aureus Staphylococcus  aureus 2023/11/15

135頁・グラム染色像 図中の矢印の色が逆 2023/11/15

143頁・表3-11 Viridans Streptococci Viridans Streptococci 2023/11/15

153頁・図3-39 キャプション  a) EMのdisc.  b) CLDMのdisc.  a)CLDMの誘導耐性なし.  b)CLDMの誘導耐性あり. 2023/11/15

167頁・18行目 GFR CCr 2023/11/15

183頁・6行目 体外デバイス 体内デバイス 2023/11/15

185頁・2行目 remdesivir レジメン 2023/11/15

190頁・下の写真 CSNのコロニー CNSのコロニー 2023/11/15

214頁・下から8行目 報告が多いのは 削除 2023/11/15

224頁・15行目 治療としては 削除 2023/11/15

245頁・図3-63 TSI培地 血液寒天培地 2023/11/15

251頁・6行目 本症状 本症例 2023/11/15

252頁・サブタイトル complex complex 2023/11/15

259頁・図3-71右端下から４行目 Achromobacter xyloxydans Achromobacter xylosoxidans 2023/11/15

261頁・Case内の図 キャプション 多形成 多形性 2023/11/15

273頁・9行目 排外症状 肺外症状 2023/11/15

276頁・下から4行目 氏や面積 視野面積 2023/11/15

280頁・6行目 Clostridium difficile Clostridioides difficile 2023/11/15

280頁・6行目 抗原陰性 toxin陰性 2023/11/15

282頁・図3-80-g Candida grabrata Candida glabrata 2023/11/15

287頁・表3-42  3行目 血液培養再建 血液培養再検 2023/11/15

295頁・下から1行目 ① 削除 2023/11/15

2023年11月15日作成

『ケースで学ぶ抗菌薬選択の考え方　耐性と抗菌メカニズムの理解で深掘りする』 正誤表

このたびは 『ケースで学ぶ抗菌薬選択の考え方　耐性と抗菌メカニズムの理解で深掘りする』 をご購入いただきまして誠にありがとうございます．

第1刷（2023年9月9日発行）におきまして以下の誤りがございました．ここに訂正させていただきますとともに深くお詫び申し上げます．


